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あとがき 

 1997年の第28 回日本消化吸収学会総会は、日本大学荒川泰行教授のご尽力で日本大学会館大講

堂とアルカディア市ヶ谷で開催され、一般演題38 題が報告された。本号には、これらの発表をまとめた

論文が掲載されている。アメリカのDDWと日本の消化器系学会での発表をみると、基礎的研究の裾野

がアメリカでは広い事を痛感する。一つは臨床医以外の分野の方が参加することにも関係があるのか

もしれない。しかし、本会には臨床医以外の人も参加していただいているので、内容が深くはなっている

が、他の分野に比べると遺伝子レベルの研究が少ない。最近では、多くの研究が遺伝子レベルと蛋白

レベルで対比しながら、細胞や組織の働きを明らかにしている。本会は9 年度発表論文の中から学会

賞を選ぶことが予定されている。若い人達のフレッシュな思考でオリジナリティの高い仕事がこの学会で

発表されることを期待したい。 
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